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富山型 GX に向けたワークショップ 

 
１ 概要 

温室効果ガス排出削減目標の達成に向けた取組みを経済成長の機会と捉え、排出削減と産業競争力の
向上の実現に向けた経済社会システム全体の変革（ＧＸ）に向け、多くの企業による自発的・能動的な未
来社会への行動・リーダーシップが重要です。 

このため、富山県内の企業でも地域特性を活かした GX への挑戦を行い、持続的な成長の実現を目指し、
以下の取組みを実践する。 

（１）ＧＸに向けた温室効果ガス排出削減や産業競争力の向上の実現に向けた最新の知見の共有 
（２）県内企業が連携したプロジェクトの実施、共通課題の検討 
（３）自らの排出削減に加え、サプライチェーンでの炭素中立に向けた取組み等の検討 
 
２ スケジュール 

2023 年 
10 月１７日（火）  第１回ワークショップ（キックオフミーティング） 
              ※カーボンニュートラル推進月間の一環として実施 
    基調講演︓ 経産省産業省 ＧＸ推進企画室長 
    事例紹介︓ 県内企業による取組みを紹介 
    パネルディスカッション︓富山県の特徴を活かしたＧＸの取組み 
１１月以降  第２回ワークショップ（※非公開） 
    グループディスカッション︓ GX への対応と課題 

 
【参考】 
GX とは 

「グリーントランスフォーメーション」の略。2050 年カーボンニュートラルや、2030 年の国としての温室効果ガス排出削減目標の達成
に向けた取組を経済の成長の機会と捉え、排出削減と産業競争力の向上の実現に向けた、経済社会システム全体の変革のこと。 
GX リーグとは 

経産省が主導し企業が自主的に参加する脱炭素の取組み。GX に積極的に取り組む「企業群」が、官・学・
金で GX に向けた挑戦を行うプレイヤーと共に、一体として経済社会システム全体の変革のための議論と新たな
市場の創造のための実践を行う場のこと。参画企業は 560 社超（2023 年 6 月末時点）で、日本の GHG
排出量の 4 割以上を占める。 
GX リーグが提供する 4 つの場 

「先駆的取組を主導する事業者間での対話を通じた政策形成」という新たな手法にチャレンジ 
① 自主的な排出量取引（GX-ETS） 

CN に向けて掲げた目標に向けて自主的な排出量取引を行う場 

 
② 市場ルール形成 

CN 時代の市場創造やルールメイキングを議論する場 
③ ビジネス機会の創造・共有 

2050 年 CN が実現した未来の経済社会システムから発想される「ビジネス機会」を議論する場 
④ 参画企業間の交流（GX スタジオ） 

2050 年 CN を実現するための連携や創発、共創を推進するための、自由な「交流」の場  


